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参加を
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　中央農業高校は明治39年に創立された伝
統ある県立の農業高校です。広大な敷地に
は、温室や水田、農園のほか牛舎・豚舎・鶏
舎・実験棟などの施設があり、現在561人の
生徒が「園芸科学科」「畜産科学科」「農業総
合科」の各学科で学んでいます。
　生徒主体で取り組んでいる「いのちをい
ただきます」は、県から２年間の「いのちの
尊重に関する教育」の指定を受けて始めた
講座です。その後も、「いのち」のテーマをそ
のまま引き継ぎ、養鶏部のプロジェクトと
して地域の講座を生徒の企画・運営で行っ
ています。７年目のことしは「食 to 家畜 
de 農体験」をテーマにアヒルを使った〝中
農アヒル米〟の田植えや、栽培・収穫など
で稲の成長を追っていきます。役割を果た
したアヒルは最終的に生徒の手でと畜され
ます。12月の最終講座では、栽培で使った
アヒルとは別の食肉鶏をと畜して試食をし
ます。年間を通したこの講座の趣旨である

「いのちをいただきながら生きている」こと
をお子さんにも伝えたいと思っています。
　海老名の子どもたちに講座を通じて「食」
と「いのち」の尊さを学んでほしい。ぜひ一
度学校に足を運んでください。

　養鶏部は中央農業高校の課外活動「農業クラブ専門研究部」の一
つで、現在24人の部員が所属しています。「にわとりプロジェクト」
と「中農アヒルプロジェクト」に分かれて活動しています。アヒルプ
ロジェクトでは水田に放したアヒルのヒナに除草や害虫の駆除を
してもらい、無農薬で米を栽培する「アヒル農法」を行っています。
　養鶏部の〝中農アヒル米〟への取り組みは、昨年度の「あなたが選
ぶ日本一おいしい米コンテスト」最優秀金賞をはじめ、「海老名文化
輝き賞」を受賞するなど、その活動が評価されています。
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〝中農卵〟は、JA さがみ海老名グ
リーンセンターでも販売

中央農業高校畜産科学科
実習助手　前田俊之さん

県立中央農業高校
中新田４-12-１ （231）5202
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「食」と「いのち」の学びを
地域の子どもたちに


